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あ　と　が　き
　いささか感傷めくけれども，昨年のちょうど今ごろは，初冬のヨーロッパ，灰暗く静粛
な文書館の一室で，胸の高鳴りを鎮めながらキリシタン版の数々と対峙していたものであ
る．実は，私より一年先に渡欧された大塚光信先生が，私の洋行に先立ちめぼしいキリシ
タン版についてそれぞれの図書館における請求番号を教えて下さった．そのおかげで，ど
の文書館でもまるで自国にいるようにスムーズに書物を閲覧することができた．これがな
かったら私もまた異国にあって諸先達と同じもどかしさを味わわねばならなかったであろ
う．
　『落葉集』に直接は関係ないけれども，オクスフォードのボドレイアン・ライブラリで
のこと，係の青年がさりげなくキリシタン版をかかえてきて私の席にドサッとおろしたと
きには，キリシタン版に対する感傷が一瞬吹きとんだ．天理図書館では，キリシタン版に
対する物々しい扱いに接しただけに，英国でのそうした無雑作な扱いは印象的であった．
古い書物を無数に管理している彼らにしてみれば，キリシタン版などたかだか4世紀の年
月を経たものにすぎないからだろうか．あるいは，キリスト教を諸外国へ日常的に輸出
した国と，それをはからずも受け入れ，そのために迫害という特殊な歴史を綴った国とで
は，おのずから感情移入の相違があるのだろうか．ともあれ，日本人のキリシタン版への
好奇と憧憬はまだ当分続くにちがいない．
　スペインではそうでもなかったが，ローマの古文書館では来館者登録簿にD氏，N氏，
W氏など国語学，歴史学，それぞれの分野でご活躍の方々のお名前に接することがたびた
びあった．入れかわり立ちかわりやってくる日本人が，誰も彼も一様に同じ書物を請求し
ては，しかつめらしく閲覧しているさまは，外国人からすればさぞかし愉快な光景だった
かもしれないが，同じ日本人としては一種の面映ゆさも感じたものである．
　少し生意気を書くことをおゆるしいただければ，昨今のキリシタンブームにくらべ，キ
リシタン資料による国語研究の方は，影印・解説程度のところですっかり停滞し，新村，
橋本，土井各博士によって開拓された研究史の第一期を，今なお低迷し続けているように
思われてならない．学問が細分化され，分業化されつつある咋今では，自己の専門領域に
閉じこもりがちになるのは無理はないとしても．
　このほどヨーロッパの土を踏んでみて得た収穫の一つは，ヨーロッパが産業革命以後急
激な変貌を遂げたとはいえ，キリスト教に裏打ちされたルネサンス時代の多面体的な教養
文明が，ヨーロッパ文化の底流として連綿と流れていることを確認したことであった．ヨ
ー ロッパにおける近代の学問は，こうしたヒューマニズム（人文主義）に裏打ちされて成
立している．わが国の近代の学問は，その多くを，ヨーロッパからの直輸入に負うている
ための，土壌の貧しさもさることながら，異質の伝統に進展を阻まれている面の，これま
た強いであろうことが痛感された．そこにはまたことばの問題がある．四百年むかしのキ
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リシタン達の労苦もまた偲ばれる．
　キリシタン研究も，学問研究の進むにつれて，独立の領域として市民権を得たものと思
うけれども，専門化の前提としてのキリシタン的教養ともいうべきものが，いまだ十分に
耕やされていないようにも感じられる．国語学的にアプローチする研究者にも，少なくと
も社会史，思想史，文化史，また言語学，図像学などの基礎知識が要求されるのではなか
ろうか．もっ、とも，これらの条件がいかにキリシタン研究に反映ざれるかは今後に侯つべ
き課題といえよう．
　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊
　この本が公刊のはこびに至ったのは，福島邦道先生のお口添えによるものである．ま
た，大塚光信先生は，イエズス会本部蔵本における，調査のこ成果をこの本のためにご提
供下さったばかりでなく，パリ本，ラィデン本の写真の収録を勧めて下さった．土井洋一
氏からも，ご渡欧のこ成果を一部拝借させていただいた．
　この本よりは少し前に刊行されるはずの，福島邦道先生解説の大英本『落葉集』（勉誠社
刊）と併せて，英国クロフォード家蔵本を除く『落葉集』4本が，これで日本に居ながら
にして披閲できることとなった．大塚先生のご厚意に重ねて御礼申しあげる次第である．
　解説の執筆にあたっては，いろいろご親切に御誘披下さった大塚光信先生にまず厚く御
礼を申しあげたい．さらにまた，原稿をお目通しの上，筆の及ばなかった所，考えの至ら
なかった所をご指摘，幾多の誤りを未然に防ぎうるに至らしめてくださったにもかかわら
ず，ついに全体の構成と方法の基礎といった点にっいてのそのきびしい批判には応え得な
かった亀井孝先生には，偏に不敏を御宥恕頂けるようここに心から御願い申しあげたい．
あわせて，この本の公刊を実現して下さった福島邦道先生，笠間書院社長池田猛雄氏に，
深甚の謝意を表するものである．池田氏からは，もう校正も終る段階で文選工にまつわる
苦労話をうかがった．一冊の本の中に塗りこめられてしまうこれらの方々の地味なお仕事
にも心から御礼申しあげたい．
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